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○武田良介君 ちょっと角度を変えてお聞きしたいと思うんですが、リニア中央新幹線

の建設が進んでいます。これは、南アルプスを貫通する大量の残土処理をどうするの

か、こういうことも問題になってきます。ここには様々な汚染物質が含まれているわけ

です。岐阜県だとか愛知県でも既に確認されています。 

これ、まず一つ確認したいと思うんですが、土対法では、三千平米以上の開発に対

しては土対法上の対象になるということですが、リニア中央新幹線によるトンネル掘

削、これは対象になるのかどうか、簡潔にお願いします。 

 

○政府参考人（高橋康夫君） お答えいたします。 

リニア中央新幹線のトンネル工事に伴う発生土でございますけれども、区域指定さ

れていない土地からトンネル工事によって土壌の搬出がされたという場合には、この

搬出された土壌については土壌汚染対策法の対象にはなりません。 

 

○武田良介君 ならないということなんですが、実際には、トンネルかなり長い区間掘

るわけですから、大量に残土も出てまいります。 

 本来であれば、こういった汚染物質が出てくる、これを土対法の対象にもしてしっか

り調査していくべきではないかというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

 

○政府参考人（高橋康夫君） ちょっと今答弁が舌足らずでございましたけれども、リ

ニア中央新幹線のトンネル工事に伴う発生土につきましては、平成二十六年の環境

影響評価法に基づく環境大臣意見と、それからそれを勘案した国土交通大臣意見に

おきまして、その汚染状態が土壌溶出量基準又は土壌含有量基準に適合しないおそ

れがある土壌については、運搬及び処理に当たりまして土壌汚染対策法の規定に準

じて適切に取り扱うということを事業者であるＪＲ東海に求めてございまして、ＪＲ東海

はこの大臣意見を踏まえて発生土に含まれる重金属等の調査を行い、汚染土壌が

確認された場合には運搬及び処理に当たって土壌汚染対策法に準じて適切に取り

扱うこととしているというふうに承知をしてございまして、責任ある事業主体として適切

に対応していただきたいと考えているところでございます。 

 

○武田良介君 アセスという話もありました。環境影響評価という話もありましたが、

アセスだけでは実際には不十分だと思うんですね。実際に、大規模な開発、いろんな

アセス、大臣意見も出ておりますが、これだけでは全く不十分というのが現在の実態

だというふうに思います。この土対法の改正ということを考えても、自然由来であって

も、人の健康に対しては埋立由来も操業由来でも関係ないと、自然由来の汚染土壌



も土対法の対象にしようということで改正してきた、やっぱりこういう経過もあるわけで

すので、そうした点を踏まえればきちんと土対法でも見ていくべきだということを思い

ます。 


